
（まつおぼろ） 

令和４年度 第１回学校運営協議会開催！ 
令和４年度の第１回学校運営協議会を５月１８日（水）に開催しました。

運営協議委員の皆様には学校長より委員就任をお願いし、快諾いただきま

した。昨年度は「赤い羽根共同募金」「２年生社会人講話」「愛パト＆唐崎

クリーン作戦」「３年生寺子屋学習会」「かまどベンチ作り」等、地域と学

校が共に活動する取り組みを多く行うことができました。今年度も唐崎中

学校がさらに「地域とともにある学校」として発展できますよう、学校運

営協議会の活動を充実したものにしたいと考えております。 

今回は、今年度の第１回目ということで、学校から今年度の取り組み等

について説明したのち、それぞ

れについて幅広くご意見・ご質

問をいただきました。  

                        

令和４年度学校経営管理

全体計画について 
〇令和４年度の学校経営管理全体計画について、学校長より説明し、 

委員の皆様に承認をいただきました。 

【学校運営協議会委員】 

会長  南 篤志様 

副会長 樋浦 勝美様 

    大伴 克己様 

地域学校協働活動推進員 

    岡田 考世様 

学校評価委員長 

中井 邦夫様 

河本 正雄様 井上 裕治様 

加藤 隆久様 小島 定雄様 

岩坂富美子様 有瀬 昌子様 

島崎恵美子様 大原 薫男様 

  

唐崎中学校 

コミュニティー・スクール通信 

 第８号  令和４年 5 月２６日 発行 

 

唐崎のシンボルである唐崎の松 

を詠んだ芭蕉の句「辛崎の松は花 

より朧にて」より、タイトルをつけました。 

 

★生徒会スローガン 

「YES WE CAN!」やればできるさ！  
 
＊Connect 唐中 with コミュニティ 
＊Safety 唐中 with スマイル 
＊Enjoy 唐中 with コロナ   

 

★本年度の重点目標 

◇全教育活動におけるキャリア教育の充実・・学校で学んだ力と社会で必要とされる力のマッチング  

◇Study First の環境づくり・・「主体的・対話的で深い学び」のある授業実践と保護者や地域の期待に応える学力向上策の推進  

◇子どもの願いに応える生徒指導・・生徒の自立を促す丁寧な対応と、認め合い、支え合う集団づくり 

★具体的実践課題 

 Ⅰ 学ぶ力の推進   
 ①学び合いの推進と ICT の有効活用（学びの深化、ICT の推進と検証） 

②個に応じた指導の推進（特別支援教育の充実、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ） 
③意欲を高める個別指導（フリスタや補充教室、発展学習） 

④家庭学習の推進（家庭学習のてびき活用、教科間の連携） 
⑤学校と地域との連携（寺子屋勉強会、小中の連携強化）       

Ⅱ 豊かな心の育成                        
①次代を生き抜くリーダーの育成と自己肯定感の向上（生徒指導の機能を生かした取組推進） 

②生徒の自治能力を育てる活動の推進（生徒会活動の充実） 
③命や人権を大切にする道徳の授業（授業研究と公開） 
④絆を深める感動ある体験活動の推進（小中連携による系統的実践） 
⑤生徒の自立を促す生徒指導（仲間とのふれあい、居場所づくり） 

Ⅲ 地域に信頼される学校づくり（コミュニティスクール）  
①学校運営協議会の充実（生徒の参画機会の設定） 

   ②学校評価の活用による学校改善の推進（PDCA サイクルの確立） 
③積極的な学校公開と情報発信（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実、ICT の活用） 

 ④学校行事・地域行事への相互参加（学校地域相互ボランティア）  
 ⑤地域諸団体との連携による地域づくりへの協力         

 
★生徒会スローガン 
「YES WE CAN!」やればできるさ！  
 
＊Make our happy  造れ幸せ 
＊Do my best   常に全力 
＊Connect people  深める絆   

 

 
★めざす教師像“We are チーム唐崎” 

＊より高い専門性の確立と指導力、感性
の向上で生徒や保護者、地域の信頼に
応える教師 

＊思いやりを大切にし、コミュニケーシ
ョンを大切にする教師 

＊ワークライフバランスを大切にし、
日々元気な姿で教壇に立つ教師 

＊同僚性が高く、風通しの良い職場環境 

 



令和３年度決算及び令和４年度管理運営執行計画について 
〇事務主事より令和３年度決算および令和

４年度配当予算について説明しました。 

・前年度決算（R3 年度）より令和４年度  

の予算は約 76 万円増額。 

・消耗品費のうち印刷に要する費用を、ペ  

ーパーレスを進めることでさらに削減す 

る。 

・学校管理経営計画の重点目標に対する予 

算の重点措置を図る。 

 

委員の皆様に承認をいただきました。 

 

生徒指導・いじめ防止基本方針について 
〇生徒指導主事より学校の様子等について説明しました。 

子ども支援コーディネーターより唐崎中学校のいじめ防止  

基本方針について説明しました。 

 

制服改定について 
〇令和５年度新入生より変更する予定の新制服のデザインが 

 決定しました。実物を紹介し、運営協議会後には試着等も 

 していただきました。 

  

学校夢づくりプロジェクト 
〇令和４年度の学校夢づくりプロジェクトについて生徒会担当より計画の説明を行いました。 

「唐崎観光地化プロジェクト」 
１．目的  ・わたしたちのまち唐崎の良いところを、多くの人たちに知ってもらう。 

・唐崎のことについて積極的に学ぶ機会とすることで、郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛す 

る態度を養う。 

・地域で活躍されている方々とともに活動することで、地域に参画する態度を養う。 

２．活動内容 

[実施中] ・生徒が撮影した写真と作成した記事を教師が確認したのち、HP の「生徒会のページ」内 

へアップロードする。 月２～３回の頻度で、生徒会執行部の輪番制で行う。 

[計画中] 

・「唐崎駅～唐崎中学校校門前」までの噴水から桜並木にかけての通りを観光資源としてアピールする。 

→校内だけでなく、地域の方々からもアイデアを募って、通りに名前を付ける。 

 ●HPや地域の掲示板、回覧板などの活用も視野に入れる 

   ●決定した名前を看板にして設置する  

   ●設置するために必要な許認可の経験を生徒とともに行う 

  →木々の夜間イルミネーション・ライトアップ等を行う。 

  →動画を撮影し、アフレコを行ったうえで公開する。 

→通りを含む、唐崎のいろいろなスポットの写真コンテストを実施する。 

→新聞や FM 局、地域のフリーペーパーなどのメディアに取り上げてもらえるように働きかける。 

【委員の皆さんより】 

☆地域の会議でも同様の案が出ていた。地域の活性化に向けてとても良い案である。 

☆唐崎中の前の道は、四季折々とても美しいと思う。ぜひ、発信してもらいたい。 

☆まずは草引きや、清掃活動が必要ではないか。 

☆これまでの唐崎中の取組に関心を持ってくれている地元の情報誌がある。活用すればよい。 

☆このような取り組みを成功させるには、大人の力も必要である。地域の諸団体をはじめ、地域住民が 

参画することが大切だと思う。 

 


